
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
水滴を掻き集めるためのゴムヘラを有した略ちりとり型のワイパー本体と、該ワイパー本
体の後端部に取付けられ、ワイパー本体で掻き集めた水滴を溜めるための貯水タンクを兼
ねる握柄とを備えた水滴ワイパーにおいて、
上記貯水タンク兼用の握柄の下端部に筒型の把持部を、中間部に該把持部と比べて幅広で
略同じ厚さの平らな膨大部を形設した
ことを特徴とするタンク付き水滴ワイパー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、ガラス戸や窓等に付着した水滴を集めるための作業用器具として好適なタンク
付き水滴ワイパーに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、この種の水滴ワイパーとしては、ちりとり型のワイパー本体の後端部に取付けた棒
状の握柄の中を貯水タンクとして、ワイパー本体で掻き集めた水滴を受け入れるようにし
たものがあるが、該貯水タンクの容量をもっと大きくしたいという要望があった。そこで
これに応えるために、貯水タンク兼用の握柄のタンク部分を、該握柄を中心に立方体状に
膨大させた膨大部を形設することが考えられるが、使用する場所によっては、該膨大部が
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邪魔になって操作性が悪くなるという問題がある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の技術的課題は、様々な場所の水滴除去に適応することができ、操作性を低下させ
ることなく貯水タンクの容量を増大できるようにしたタンク付き水滴ワイパーを提供する
ことにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために、本発明のタンク付き水滴ワイパーは、水滴を掻き集めるため
のゴムヘラを有した略ちりとり型のワイパー本体と、該ワイパー本体の後端部に取付けら
れ、ワイパー本体で掻き集めた水滴を溜めるための貯水タンクを兼ねる握柄とを備えた水
滴ワイパーにおいて、上記貯水タンク兼用の握柄の下端部に筒型の把持部を、中間部に該
把持部と比べて幅広で略同じ厚さの平らな膨大部を形設したことを特徴とするものである
。
【０００５】
【作用】
上記水滴ワイパーは、ゴムヘラを上方に向けて把持部を持ち、ガラス戸や窓等の対象部位
に該ゴムヘラを押し付けて摺動させることにより、そこに付着している水滴を掻き集める
ものである。掻き集められた水滴は、ワイパー本体を通って貯水タンク兼用の握柄内に貯
えられ、該把持部が水で一杯になった場合には、引き続き膨大部に貯えられる。
特に、上記ワイパーにおいては、貯水タンク兼用の握柄の中間部に上記保持部と比べて幅
広で略同じ厚さの平らな膨大部を形設しているので、貯水タンクの容量を増大させながら
操作性を低下させることがなく、作業中に該握柄が窓の桟等の対象部位面より突出してい
る部分にぶつかるのを避けることができる。
【０００６】
従って、様々な場所の水滴除去に適応することができ、操作性を低下させることなく貯水
タンクの容量を増大することができる。
【０００７】
【実施例】
図面は、本発明の実施例を示すものであり、図１及び図２はタンク付き水滴ワイパーの構
成を示している。
これらの図に示すように、タンク付き水滴ワイパー１は、水滴を掻き集めるためのゴムヘ
ラ５を有した略ちりとり型のワイパー本体３と、該ワイパー本体３で掻き集めた水滴を溜
めるための貯水タンクを兼ねる握柄２とを備えている。
【０００８】
上記ワイパー本体３は、前端部３ａが開口し、後端部３ｂが箱型に閉じた略ちりとり型を
なし、その後端部３ｂは、中央部分を後方に突出させて導水管４を形成させている。また
、導水管４の端部は、一端が閉じた上記貯水タンク兼用の握柄２に着脱自在に嵌着されて
いる。
【０００９】
なお、上記ワイパー本体は、図３に示すようにゴムヘラ１５を該ワイパー本体１３の底面
１３ｃを含む平面内において上記貯水タンク兼用の握柄１２に対して傾斜させて設けたも
のであっても良い。
【００１０】
上記貯水タンク兼用の握柄２の下端部には、水滴ワイパー１を把持するための筒型の把持
部２ａが一握りあるいは二握りの長さで設けられ、同中間部には、該把持部２ａと比べて
幅広で、略同じ厚さの平らな膨大部２ｂが形設されている。このため、該タンク付き水滴
ワイパー１の厚さは貯水タンク２を十分に大きくしているにもかかわらず、それを設けて
いないものと同程度に薄く、その側面は、図２に示すように略平坦状である。
【００１１】
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上記構成を有するタンク付き水滴ワイパー１においては、ゴムヘラ５を上方に向けて把持
部２ａを持ち、ガラス戸や窓等の対象部位に該ゴムヘラ５を押し付けて摺動させる。これ
により対象部位に付着している水滴は、上記摺動するゴムヘラ５にすくい上げられる。上
記ワイパー本体３の後端部３ｂは漏斗状になっているので、すくい上げられた水滴は、ワ
イパー本体３、導水管４を通って貯水タンク兼用の握柄２内に流入し、把持部２ａに貯え
られ、該把持部２ａが水で一杯になった場合には、引き続き膨大部２ｂに貯えられる。
【００１２】
上記膨大部２ｂは、把持部２ａに比べて幅広で略同じ厚さの平らな形状を呈しているので
、上記作業中に、貯水タンク兼用の握柄２を窓の桟等の対象部位面より突出している部分
にぶつけることなく摺動させることができる。
該作業が終了するか、または上記貯水タンク兼用の握柄２が一杯になり、該貯水タンク兼
用の握柄２内に貯えられた水滴を捨てる際には、ワイパー本体３から該握柄２を取り外し
て内部の水をバケツ等に排水する。
【００１３】
【発明の効果】
以上に説明したように、本発明によれば、様々な場所の水滴除去に適応することができ、
操作性を低下させることなく貯水タンクの容量を増大することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の平面図である。
【図２】同実施例の側断面図である。
【図３】ワイパー本体の他の実施例の平面図である。
【符号の説明】
１　　タンク付き水滴ワイパー
２　　貯水タンク兼用の握柄
２ａ　把持部
２ｂ　膨大部
３　　ワイパー本体
５　　ゴムヘラ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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